
尾
瀬
の
国
有
林
に
つ
い
て

福
島
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
及
び
新
潟

県
の
県
境
に
位
置
す
る
尾
瀬
国
立
公
園
三

万
七
千
二
百
ha

の
う
ち
約
55

％
を
関
東
森

林
管
理
局
が
管
轄
す
る
国
有
林
が
占
め
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
尾
瀬
地
域
の
北
側
を
、
奥

会
津
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
利
根
川
源

流
部
・
燧
ヶ
岳
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
指
定
し
、
自
然
維
持
を
重
視
し
た
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
の
取
組

尾
瀬
国
立
公
園
は
、
本
州
最
大
の
山
地

湿
原
で
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
と
火
山
堰
止
湖
の

尾
瀬
沼
の
ほ
か
、
二
千
ｍ
級
の
山
々
を
有

し
て
い
ま
す
。

壮
大
な
湿
原
景
観
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
湿
原
植
生
、
オ

ゼ
ソ
ウ
や
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
高

山
植
物
が
見
ら
れ
、
自
然
探
勝
や
登
山
を

中
心
に
春
か
ら
秋
に
か
け
年
間
約
30
万
人

の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
20
年
頃
か
ら
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
に
よ
り
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
の
開
花
数
が
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。

地

元

の

重

要

な

観

光

資

源

で

あ
る
ニ
ッ

コ

ウ

キ

ス

ゲ

の

保

全

は

喫

緊

の

課

題

と

な

り

、

関

東

森

林

管

理

局

で

は
、

平

成
26

年

度

か

ら

、

積

雪

の

な

い

６

月

頃

か

ら

10

月

頃

に

か

け

て

湿

原

の

外

周

に
金
属
製
の
防
鹿
柵
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
観
光
で
訪
れ
る
方
が
利
用
す
る
木
道

上
へ
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
設
置
、
さ
ら
に
、

沼
か
ら
の
湿
原
へ
の
シ
カ
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め
、
景
観
を
損
ね
な
い
範
囲
で
の
防
鹿

ネ
ッ
ト
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29

年
に
は
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
な
ど
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
を
含
む
約

40

名
の
参
加
を
得
て
防
鹿
柵
の
設
置
を
行

い
、
本
年
10
月
に
は
、
企
業
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
を
含
む
約
80

名
の
参
加
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

尾
瀬
国
立
公
園
協
議
会
へ
の
参
画

尾
瀬
地
域
は
、
昭
和
９
年
に
日
光
国
立

公
園
の
一
部
と
し
て
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
、
平
成
19

年
、
会
津
駒
ヶ
岳
と
帝
釈
山

の
周
辺
地
域
を
追
加
し
、
単
独
の
国
立
公

園
と
し
て
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
尾
瀬
が
単
独
で
国
立
公
園
と
し

て
指
定
さ
れ
る
前
年
の
平
成
18

年
に
、
尾

瀬
に
関
わ
る
地
元
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、

自
然
保
護
関
係
者
、
関
東
森
林
管
理
局
を

含
む
行
政
機
関
等
か
ら
な
る
「
尾
瀬
の
保

護
と
利
用
の
あ
り
方
検
討
会
（
現
在
の
尾

瀬
国
立
公
園
協
議
会
）
」
に
お
い
て
、

「
今
後
の
尾
瀬
の
基
本
方
針
や
取
り
組
む

べ
き
諸
対
策
が
「
尾
瀬
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
10
年
が

経
過
し
た
平
成
28
年
に
は
、
尾
瀬
ビ
ジ
ョ

ン
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
と
も
に
、
「
尾

瀬
国
立
公
園
協
議
会
」
に
お
い
て
ビ
ジ
ョ

ン
改
定
の
検
討
が
開
始
さ
れ
、
今
後
10
年
、

そ
し
て
さ
ら
に
先
の
将
来
を
見
据
え
た
尾

平成３０年１０月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１７２号（２）

尾
瀬
に
お
け
る
関
東
森
林
管
理
局
の
取
組

計
画
保
全
部

計
画
課

尾瀬サミットの様子

尾瀬の風景（燧ヶ岳）
ひうち

木道上のグレーチング設置

防鹿ネットによる水際対策



瀬
の
あ
り
方
の
指
針
と
な
る
「
新
・
尾
瀬

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
平
成
30

年
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
新
・
尾
瀬
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
気
候

変
動
に
よ
る
自
然
生
態
系
へ
の
影
響
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
の
急
速
な
増
加
、
外

国
人
旅
行
者
の
増
加
等
、
尾
瀬
を
取
り
巻

く
自
然
的
・
社
会
的
環
境
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
尾
瀬
の
今
後
の
方
向
性
・
必
要
な

取
組
等
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
８

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
７
年
以
降
、

尾
瀬
保
護
財
団
理
事
長
で
あ
る
群
馬
県
知

事
、
同
副
理
事
長
の
福
島
県
知
事
及
び
新

潟
県
知
事
を
は
じ
め
、
尾
瀬
の
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
尾
瀬
の
自
然
保
護
や
適
正

利
用
等
に
係
る
施
策
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
年
は
９

月
10

日
（
月
）
～
11

日
（
火
）
の
２
日
間
、

福
島
県
檜
枝
岐
村
の
尾
瀬
沼
湖
畔
に
あ
る

尾
瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
三
県
の
知
事
を
は
じ
め
、
関

係
各
市
町
村
長
、
学
識
経
験
者
等
の
ほ
か
、

笹
川
環
境
大
臣
政
務
官
、
林
野
庁
か
ら
は

関
東
森
林
管
理
局
長
が
出
席
し
、
「
滞
在

型
・
周
遊
型
の
促
進
」
や
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ

対
策
」
な
ど
、
尾
瀬
を
と
り
ま
く
諸
情
勢

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

尾
瀬
の
美
し
い
自
然
の
次
代
へ
の
継
承

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
前
述
の
と
お

り
尾
瀬
地
域
の
北
側
を
、
奥
会
津
森
林
生

態
系
保
護
地
域
等
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

尾
瀬
国
立
公
園
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
検
討
会
へ
も
積
極
的
に
参
画
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
に
よ

る
防
鹿
柵
の
設
置
等
に
よ
り
、
現
在
で
は

シ
カ
の
目
撃
数
は
減
少
し
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
も
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
し
て
は
、
尾
瀬
の

美
し
い
自
然
を
次
代
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
ぐ
べ
く
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（３）平成３０年１０月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１７２号

今
月
の
表
紙

赤

崩

（
静
岡
県
静
岡
市
）

大
井
川
の
三
大
崩
の
一
つ
で
、
静
岡
市
葵
区
田

代
地
内
の
畑
薙
第
一
ダ
ム
湛
水
敷
の
上
流
部
の

大
井
川
左
岸
に
位
置
す
る
崩
壊
地
で
、
面
積
は

約
45
ha
、
幅
は
最
大
で
約
800

ｍ
、
平
均
傾
斜
は
約

35
度
、
大
井
川
と
の
比
高
で
約
950

ｍ
、
地
質
は
、

四
万
十
類
帯
の
寸
又
層
群
の
砂
岩
頁
岩
互
層
及

び
頁
岩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
市
の
「
オ
ク
シ
ズ
百
選
」
の
う
ち
の

「
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
サ
イ
ト
」
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

崩
落
活
動
が
激
し
く
、
崩
壊
地
と
扇
状
地
の

間
が
狭
隘
な
谷
間
と
な
っ
て
お
り
、
立
ち
入
る

こ
と
が
危
険
な
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写

真
は
、
赤
崩
全
体
①
、
源
頭
部
か
ら
下
流
②
、

中
腹
か
ら
源
頭
部
③
の
写
真
で
す
。

① ②

③

尾瀬サミット集合写真（最前列左から６番目より、笹川環境大臣政

務官、新潟県 花角知事、群馬県 大澤知事、福島県 内堀知事）

防鹿柵設置の様子


